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私たちは現在の世界情勢に本当に用意ができているか? 

統一思想が今まで以上に必要な思想であるより緊急な理由 

 

デヴィッド・A・カールソン 

清心大学院 神学博士 

 

序論 

この随筆を公表するのは、簡単な問題ではなかった。それはアカデミックに難しかったのではなく、多く

の霊的な戦いがあったからである。 私はこれらの内容を書くべきかどうか、非常に葛藤した。 私は、最近

教養の学生になって学んだが、そして、カルチュラル・スタディーズが魅惑的であることがわかった。現代

の文化ついて、私は言いたいことがあったが、そのことで何人かの人々と論争になったかもしれない。  

私の同僚（Unificationists）と何人かの友人は、いくらか不快に感じて、私が言うことに同意しないかも

しれない。数年前の、この同じ Symposium において、ある同僚が、内容の私の論文にいくつかの疑問を挙げ

たが(それはこの論文と同様の内容を含んでいた)、私がさらに研究して、考察すれば考察するほど、私たち

が危険を感じながら無視している、私たちの世界で起こる重大事件に、私たちが、より強くもっと厳密な注

意を向けなければならない出来事があると感じている。したがって、私はある信念をもってこの随筆を提供

する。私が、ここで表現することは正しく、重要であると考えるので、私が間違っていると私に納得させる

方を心から迎えたいと感じている。 

カール・マルクスがいみじくも述べたように、この随筆のポイントはつぎのようである。: 

「哲学者はいろいろ世界を解釈するだけであった」 

「重要なことは、しかしながら、世界を変えることである」(1) 。 

最も問題なのはこの声明の「変える」ということである。 

私たちは、非常に真剣にマルクスの声明を受け止める必要があると思う。 

マルクスは共産主義運動の創設者であった、そして、歴史はマルクスレーニン主義が世界に及ぼした莫大な

影響力を証言している。 

私たちが「理想世界」を建設する試みを成功させようとするならば、現在、2013 年から 2014 年に、私たち

は正確にいかなる種類の変化が起こっているか、そして、より重要なことは、背後の原動力は何か、理解す

ることが欠かせない。 

これらの統一思想シンポジウムでは、学者がしばしば非常に哲学的な論文を提示して、それらについてある

程度議論して、次に、私たちは、私たちの自国に戻って、研究を続けている。 

私たちは、統一思想がただ「良い」哲学であるだけではなく、緊急なメッセージであることを本当に理解し

ているのであろうか?:  

私たちが真に後孫のために、理想世界を実現しようと思うなら、私たちの社会の問題を解決しなければなら

ない。 

それは、単にこれらの問題について考えるべきであるとか、または議論するべきであるというだけでなく、

これらの問題を解決しなければならないのである。 

私たちが今日直面している問題は、前例のないものである。 
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それがただ、ひまひまに「価値中立の世界」で問題を解決するのであれば、そのように重大な要請ではない

が、だが実際には、私たちは価値中立の世界に住んでいない。 

私たちは、私たちが求めているものに反対している力が活発に、私たちに不利に働いている世界に住んでい

る。 

 

バックグラウンド 

私が何を言うつもりであるか、より正しく理解するためには、歴史的背景と脈絡(再臨主降臨のための摂理的

な準備に関する統一原理の説明)を考えることが助けになるだろう。 

統一原理は過去 400 年の 1918 年までの哲学的な経過ついて説明する(2)。 

宗教と思想の闘争期(1648-1789)では、様々な哲学的見解が展開されたが、そこには経験論と合理論という近

代哲学の二つの流派があった。 

これらの哲学的展望は、結局、人々の関心を神から遠ざけて、人間の理性を重んじる人生観に向かう重要な

役割を果たした。この人生観は、人々を神から遠ざけたのでカイン型の人生観という。これはとても重要な

問題である。 

理神論(エドワード・ハーバート)、ヘーゲル、シュトラウス、フォイエルバッハらの思想は、共産主義世界

の礎石であるマルクス・エンゲルスの思想として実を結んだ(3)。  

他方、アベル型の人生観は民主世界の実を結んだ(4)。 

かくして、今日「二つの世界」が現れた。 

統一原理によれば、アダムの家族において、メシヤの基台を造るために、アベルはカインを屈服せしめ、そ

の基台の上に、神が世界を救済するためのメシヤを迎えなければならない。 

理想世界を建設するためには、神を中心とした理想家庭が果たすべき重要な役割がある。 

グローバルな今日に、このシナリオを広げれば、メシヤのための基台を造るためにアベル(民主主義)はカイ

ン(共産主義)を屈服せしめなければならない。そのために、二つの世界が具体化するために、二つの人生観

が生まれる必要があった:アベル型とカイン型の人生観である。 

この二つの人生観の出現がまさに 1648-1789 年の間であった。 

要するに、これは近代 400 年の歴史の重要性を示しているのである。 

しかしながら、何が最も重要であるかは、私たちが歴史的にどのように到着したかを理解するだけではなく、

私たちが今から何をしなければならないかを理解することである。 

民主主義世界は、過去 400 年間に、多くの人々に信じられないほどの自由と繁栄をもたらす文化と社会を展

開させた。固く神を信じた人々が、良い社会を導き、実現したのであった。名前を挙げられる人々の中には、

ピューリタン、およびアメリカの建国の父、ジョージ・ワシントンがいる。 

ここに、文師がそのような人々に関して述べたものがある: 

 

アメリカ人のピルグリムファーザーズは神の摂理の一例である。それは正義の一例である。彼らはア

ブラハムや、イサクや、モーセなどの義人たちに匹敵する。ピルグリムファーザーズの信仰は神の心情

に触れていた。彼らは神への信仰とビジョンを決して失わなかった。神は、ここ、アメリカで彼の民を

救うために介在したのであった、というのが私の信念である。 

ジョージ・ワシントンは多くの戦いで苦杯をなめた。彼がヴァレー・フォージで絶望的な冬に直面し

た時、彼は真剣であったと、私は確信している。ジョージ・ワシントンは祈った。 神よ、あなたは、私



 

3 
 

たちを解放して、自由を与えられた。私の誓いを捧げます。私は神の下の 1 つの国を造ります。得られ

た勝利は、神のための勝利であった(5)。 

 

民主主義世界(アベル型の世界)の展開に関して言及すべき多くの人々、そして神が彼らを祝福した様々なこ

とがあった。しかし、この随筆の私の目的は、他の世界、カイン型、すなわち共産世界について考察するこ

とである。私たちは、特にそれが今日現れているように、その性格と展開について、もっと気づくべきであ

る。そして、私たちは、民主主義世界の私たちが何に直面しているか、理解すべきである。それは民主主義

世界の私たちが打ち勝たなければならないカイン型世界の世界のことである。 

 

共産主義の現在の状況 

すでに述べたように、共産主義と民主主義は、いち早く現れた二つのタイプの世界観に基づいて生まれた。

そして二つの世界の間に緊迫した緊張関係が生じた。 

私は私の高校時代(1960 年代)のことを思い出すことができる、その時アメリカ(民主主義)とロシア(共産主

義)によって代表された、二つの世界の激しい闘争の場合、その緊張の頂点において、アメリカの多くの人々

は、自分達が防空壕を造るべきであるかどうか心配していた。 

もちろん、その後、共産主義は「崩壊した」。多くの人々は、「悪の帝国」の「崩壊」は米国大統領ロナルド・

レーガンの功績であると見ているが、真に崩壊をもたらしたのは文師であった。しかしながら、私はレーガ

ン大統領が多くの貢献をしたことを確信している、そして、二人の方に、それぞれふさわしい評価を与える

ことができる。ともかく、「共産主義は崩壊した」。しかしながら、1958 年に文師が語られたことに注目して

みよう。彼は述べた: 

「共産主義が崩れるとき、アラブ諸国を通して蘇り、再び民主主義世界に反対するだろう。」 

「私が最も心配しているのが、アラブ諸国と民主主義世界の間に、戦いが起きうるということである」(6)。 

そこに三つの指摘があった。: 

1) 共産主義は崩壊する。 

2) アラブ(イスラム教)の国を通じて蘇える。 

3) それは再び民主主義世界に挑戦するだろう。 

私たちはこの予言的な発声を真剣に受け止めなければならない。共産主義が非常に強く思えたとき、だれが

当時(1958)、共産主義が崩れるだろうと考えることができたであろう。 

PWPA の国際会議で、共産主義の終わりを発表するように文師で頼まれたとき、一人の学者、モートン・カプ

ラン氏は気が進まなかった;  しかし、彼は、文師の主張に、彼の学歴と信頼性を委ねて、共産主義の終わり

を発表した。 そして実際に、その予言は共産主義の崩壊で実現された。しかしながら、とても面倒なことに、

今日、イスラム聖戦（ジハード）の形で、文師の第二の予言の実現が見えているということである、 

ジェローム・コルシは、NCRI(イランの革命ための国家評議会)に関して次のように述べている。:  

 

NCRI は米国によって、イランのムジャヒディン(ムジャヒディン・ハルク、または人民ムジャヒディン

MEK として知られている)の前衛体であると特定された。その結果、国務省は NCRI(様々な名前で呼ばれ

ている)をテロ組織として分類している。 

1965 年にテヘランに設立された MEK は、そのユニークな政治的、神学的な特性として、急進的なマルキ

シズムとイスラム教神学のユニークな結合であることを明らかにした(7)。  
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また、アラーを信じるイスラム教の一派が、その教理をマルキシズム(マルキシズムは、無神論であって唯物

論的である!)と結合させているのは、かなりおかしなことである。しかし、それはまさに文師が予言したこ

とが起きているのである。 

キリスト教が、例えば、アメリカの性格を形成したように、イスラム教はアラブ世界の性格を形成した。 

さらに、まさに文師が予言したように、イスラムのジハードが再び民主主義世界に挑戦しているのである。 

アメリカは繰り返して「大悪魔」と呼ばれている。9・11 のテロは西洋とアメリカへのイスラム・ジハード

の憎しみを表すまさに典型的な事件であった、特に、イスラム・ジハードに固有な憎しみであった。 

このグループ(NCRI や MEK)は、確かにマルキシズムの要素を公言している。すなわち、文師が予言したこと

が起こるだろう。 

Because They Hate の作者、ミシェル・ガブリエル (8)は、レバノンで成長して、イスラム政権の影のある

テロを直接経験した(9)。 

現在、彼女は、イスラム聖戦（ジハード）の危険に関して明確に西洋の世界、およびアメリカに警告する本

を書いている。彼女は次のように述べている。 

 

あなたが中東とイスラム聖戦が如何に西洋に対処ようとしているか理解しようとするならば、このこと

を知りなさい：過去を理解せずして、あなたは決して現在を理解し、未来への計画を立てることはでき

ないだろう(10)。 

 

彼女の本のサブタイトルは暗示的である: 

「イスラム教テロの生存者はアメリカに警告する」(11) 。 

彼女は何をアメリカに警告しているのであろうか? 

「レバノンがそうであったように、合衆国は根本主義者のイスラム教神学に脅かされ、イスラム過激派はす

べての非イスラム教国を支配しようと、止まるところを知らない」と警告している(12)。 

これはかって聞いたことがあるではないか? 

そうである。 

これは、共産主義によってなされたのと同じ主張である。 

ガブリエルの別の本、They Must Be Stopped では、「私たちはなぜイスラム過激派を打倒しなければならな

いか」と、彼女は言う(13)。 

彼女はこの警告を世界に与える: 

「私たちはもうイスラム過激派の膨張無視できない。私たちはすぐ、強力に行動しなければならない」(14) 。 

彼女は「イスラム過激派がとても危険なのはなぜか、そして私たちは、どのようにして彼らの進撃をくい止

めることができるかを示しながら、イスラム教に関する西側の政治的な見解に警告している」(15)。 

ガブリエルの本は、神の国と、神の長子の国としてのアメリカの役割と、アメリカが果たすべき霊的な使命

に関して心配している人々にとって必読の書である。 

最近のインターネット記事を見れば、どうやらまさしく、かつて文師が予言された。「21 世紀の共産主義」

としてのイスラム聖戦が現れてきたようだ(16)。それは避けることができない。 

 

イスラム教とイスラム聖戦（ジハード）に関して 
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イスラム教とイスラム聖戦機構に関して多くのことが語られ、書かれている(17)。 

私の考えでは、私がそれに関して学ぶようになったことに基づいて言えば、イスラム教は明確にアベル側と

カイン側を持っている。 

イスラム教のアベル型は仏教、ヒンズーなどと共に、本物の宗教であり、彼らはアラーを信じて、良い家庭

を築こうとしている。 

文師は時折マホメットに関してコメントした。そして、統一運動では、マホメットとイエスが霊界で霊的に

近くにいることが知られている。 

 

イエス、モハメッド、仏陀、および孔子は、人類歴史の偉大な聖者と呼ばれている。彼らは自己の伝統

を子孫に委ねたが、やがて組織化されて、宗教となり、偉大な文明を造り上げた。宗教の創設者は何を

教えているのであろうか? 彼らは、神のみ言に従い、人々を神へと導いた(18)。 

 

私はある程度イスラム教を学び、私の授業の一部として、信仰の道としてのイスラム教を教えている。した

がって私は、イスラム教が非常に興味深く、真なる世界宗教であると言うことができる。金英雲らは、世界

宗教としてイスラム教を評価している(19)。 

これはイスラム教のアベル的な側面である。 

すべての宗教と同様に、それは人々を神への道へと導いている。それにもかかわらず、アベル型のイスラム

教が良いのと、ちょうど同じくらい、イスラム教のカイン型は、まぎれもなく邪悪であり、殺人、女性の虐

待、性的虐待などを奨励し、実行している。イスラム教のカイン型がイスラム教のアベル型が良いのとちょ

うど同じくらい邪悪であるということは、私の心には疑いの余地がほとんどない。 

ちょうど文師が予言したように、私たちは、共産主義精神がイスラム聖戦機構(カイン型のイスラム教)のよ

うな組織を通して働いていることを理解しなければならないと思う。 

それは、現に残虐な行為を遂行しているからである。 

しかし私は、そのような精神はイスラム聖戦機構だけに限られないことを強調しなければならない。 

共産主義精神は個人、グループ、組織、社会構造、および思想団体を通して、今日、私たちの社会で働いて

いる。私は、そのいくつかに触れようと思う。しかしながら、私がそうする前に、自分自身、できるだけ明

かにしておかなくてはならない。 

本当の元凶はだれか? 

共産主義か? 

イスラム聖戦機構か? 

オサマ・ビン・ラディンか? 

実は、それらのいずれでもない。 

これらは単に手段である。 

 

 

特定された真の元凶 

「共産主義」の背後にだれがいるのか? 

文師が言及した「共産主義精神」とは、誰か？ 何か？ 

カール・マルクスか、レーニンか、または毛沢東か? 
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それとも文師が何らかの個人的な出会いをした金日成か? 

いいえ、本当の元凶はこれらの人間のいずれでもない。 

本当の元凶ははるかに険悪である。 

本当の元凶は霊的な存在である: 

「サタン」である。(清平で大母様はサタンを個人的な呼び名でなく、一般的な呼び名として使っておられる。

したがって、私たちは、どんな邪悪な実体についても言及するのに「サタン」という用語を使用できる。) 

霊的な実体として、サタン王は時間と空間を超えることができる。これが、今も働いている霊的存在である。 

要するに、共産主義精神の背後に、実体のまさしく悪魔の力があり、神のものすべてを破壊しようと強く働

いているのである。 

この悪魔の力は、過去に、マルクス、レーニン、毛沢東、および金日成を導いて、彼らのイデオロギーを構

築させたのであった。しかしながら、私たちにとって、より不吉なことは、今日この同じ悪魔の力が、イス

ラム聖戦機構を奮い立たせ続けているばかりでなく、多くの人々、および様々なグループと様々な社会的な

組織を奮い立たせているのである。 

私は、このことを詳しく説明するつもりである。 

今日、イスラム教のジハードを「奮い立たせている」のは、この同じ悪魔(純粋に邪悪な)の力である。 

妻を打ち首にする男性に関する記事を読むとき、私は、これが邪悪であるといわざるを得ない。 

家族の「名誉を汚した」と言って、娘の頭を切り落としている男性に関して読むとき、私は、これが邪悪で

あるといわざるを得ない。イスラム教徒は、これを「名誉殺人」であると主張する。とんでもない。そのよ

うな行為に尊敬すべきものは何もない。 

殺人は殺人である。 

殺害は殺害である。 

腰に縛った爆弾で、子供を含む罪もない人々を爆死させる自爆テロに関して読むと、私は、これが紛れもな

い罪悪であると思うだけである。 

14 歳の処女の「妻」と激しい性交をして出血死させたイスラム教徒の男性の記事を読むとき、私は、これは

罪悪であると思うだけである。 

 

「おまえたちの妻のうちで月経がないときまった年齢に達した者でも、おまえたちが疑念をもつもので

あれば、その期間は三ヶ月とする。月経をまだ見ないものも同じである」（コーラン 65: 4）(21)。 

 

問題の「待つべき期間」とは、イスラム教徒の男性が「妻」と法的に離婚できる(シャリア法)前に、通らな

ければならない期間である。まず「妻」という言葉が複数であることに注目しよう。イスラム教徒の男性が

1 人以上の妻と結婚できるのは、周知のことである。第二に、これらの「妻」の一人が「まだ月経がない」

若い少女であるかもしれないことに注目しよう。「まだ、月経がない」のはまだ若いからである。イスラム教

では、子供の結婚は非常に一般的であった(22)。 

ヤギかラクダと性交して、オルガスムに達した後に、その肉を彼の隣人に販売してはいけないが、隣人でな

い他の誰かに販売するのは、オーケーであるという。私は、統一原理の立場から見る場合、これはまさに紛

れもない罪悪であると言わざるをえない。 

これよりさらに悪い例が報道されているが、この種の論文において適切でない限り、私はここでそれらに触

れないことにする。 
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尊敬すべきアベル型のイスラム教があるが、また、明らかに、カイン型のイスラム教がある。カイン型のイ

スラム教の背後には、悪魔の力が作用している。その背後の力はアラブ世界に向かって行き、そして今、共

産主義がそうであったように、西洋の世界に立ち向かい、脅し、荒廃をもたらしている。 

 

世界は変化している：私たちが切に必要とするもの 

もう一度カール・マルクスの宣言に戻ろう。 

「哲学者はいろいろ世界を解釈するだけであった」 

「しかしながら、重要なことはそれを変えることである」(23) 

「哲学者はいろいろ世界を解釈するだけであった」 

「しかしながら、重要なことはそれを変えることである」(23) 

私たちの目の前でなされていることを見るならば、私たちは、真剣にマルクスの宣言を受け止める必要があ

ると思う! 

皮肉にも、 文師はまさに反対の意味で同様な声明をなされた。 

 

神が創造時に願った平和な理想世界、そして、人間を創造したときに神が願われたことが、今日、目の

前で実現されることを忘れないでほしい(24)。 

  

私たちの目の前でまさしく世界は変わっている。 

いくつかの変化は神の側に向かっているが、他のものはその反対に向かっている。 

そして、もちろん、いくらかの変化は必然的で、予期されたものである、 

統一原理は終末の変化について語っており (25)、統一思想は「歴史的変化」の性格について説明している(26)。 

その説明における重要なポイントは、「良いリーダー」、すなわち神の側の正義のリーダーの存在である。現

在の「堕落している」世界を善なる世界へ変えるためには、その変化を導く指導者と民が必要である。しか

し、そのような変化の範囲、性格、方向はまだ決定されていない重要な課題である。率直に言えば、真の父

母がその「善なるリーダー」である。そして、統一思想を促進する私たちがその民である。 

統一原理は次のように述べる。 

「人類歴史の進歩は、善悪の渦中において、断固として悪を拒絶し、善を促進する人々からなされる。」(27) 

今日、多くの人々が「眠っている」(仏教徒の言う意味で)。変化は私たち周りで起こっているが、彼らは、

何が起こっているか、完全に意識しているというわけではない。 

多くの人々は世界で起きていることに関して、その本質に気づかない。 

私たちの「堕落している性質」は言うまでもなく、私たちは物質的な欲求、および当面の欲求に、あまりに

も身を任せている。 

私たちは、何が本当に私たちの周り世界で起きていることに関して目覚める必要がある。 

最初にアメリカに来たとき、文師は宣言した。 

「アメリカよ、目覚めよ!」 

「共産主義は間違っている!」(27) 

今、私たちは次のように言うことができる。 

「世界の人々、目覚めよ!」 

「善を実現しなければならない!」 
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世界は、単に自動的に変化しているのではなく、私たちのためにならない力によって、積極的に変化させら

れている。多くの場合、考えられる限り最も悪意ある力によって(28)、そしてどんな正常で、道徳的で、理

性的な人も願わないやり方で変えられている。すなわち、この変化をもたらし、促進し、刺激しているのは、

真実で、善なる、美しいすべてのものを分裂させ、破壊しようとしている、悪魔の、陰湿で邪悪な力である。 

そのような変化のただ中にいて、われわれ統一主義者は何をしているか? 

私たちは悪を拒絶して、善良さを促進するための決然とした努力をしているか? 

残念ながら、私は、私たちの多くがそうでないと感じている。 

少なくとも、私たちはもっといろいろな事ができていた。 

統一思想が問題を解決するように真に試みるならば、私たちは過去よりもっとアクティブにならなければな

らない。緊急に、いくつかの非常に不吉な問題が解決策を必要としているのだから。 

例えば、ほとんど隔週ごとに、アメリカの各州で同性愛者間の結婚を合法化しようとしている。 

2013 年 12 月の最も大きい見出しの一つは「Duck Dynasty」の司教の一人によってなされた所見に関する「激

しい」討論である。 

「ハリウッドのエリート」の或るものは、まるでそれらがある種の権威であるかのように、「2 セント」の価

値を加えることが必要であると感じているように思える。 

私たち、神の世界観を信じるものには黙っている余裕はない。 

これらの問題を解決できる他の誰もいない。政治家、科学者、またはエコノミストがこれらの問題を解決す

ることはできない。そして、いわゆるいかなるハリウッド「有名人」でも、できない。 

再言すれば、問題は、多くの人々が、何が社会で起きているかを「眠って」いて意識していないか、何が起

きているかを意識していても、彼らは起きていることが間違っていると意識していないことである。 

もはや、文化には道徳観念が全くない。絶対価値よりむしろ相対的価値は私たち時代思潮であるように思え

る。そのような「時代の精神」は、中世社会がルネサンスへと変えられていった時の状況と似ているという

ことは想像に難くない。 

このような独りよがりは、リベラルな見解を支持し、積極的に光をあてながら、些細なことを報道し、正し

い見解を馬鹿にしている、リベラルなプレスとメディアによって奨励されている。なぜプレスとメディアは

そのような無責任な態度で行動しているのであろうか? 

私は、簡潔にこの質問に答えるつもりである。 

この悪魔の力には、そもそも最初から悪の王国を創設する目的があった。その力は、様々な仕方で現れ、私

たちの生きている社会状況を形成している。この悪魔の力は、完全に神なしで、現世をすべての価値のない

世界に変えることを目指している。この悪の「王国」は、「文化的な共産主義」と呼ばれるものを通して、非

常に活発に働いているのであり、今や、非常にうまくいっていることを理解しなければならない。それは多

くの人々が認めているよりうまくいっている。 

マルクスが述べたように、文化的な共産主義はまさに世界を変えている。 

私は既にこの悪魔の力が、いかにイスラム聖戦機構の形でカイン型のイスラム教を活気づけるようになった

かを批評した。しかし、この同じ悪魔の力はカイン型のイスラム教への影響のみならず、はるかに広くて、

文化的なレベルに作用している。 

ちょうど、ルネッサンスが「古代ギリシャとローマの思想と人生を模倣する動きとして、始まって」、次に、

「中世の生き方を変えたより広い運動に展開した」ように(30)、この悪魔の力は今日、私たちの生き方を変

えるより広い「文化的な」力に発展した(31)。この悪魔の力は、いろいろなやり方で、今日、私たちの世界
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で、多くの看板を掲げながら、様々な思想、信仰、学派において現れている。それは多くの名前で呼ばれて

いる(32)。 

今日、私たちは、これらの思想の学派を説明するのに、自由主義、世俗主義、科学主義、進歩主義、社会主

義、急進主義、無神論、相対論、進化論、脱構築主義、フェミニズム、急進主義の、そして、クイア理論(私

が昨年のシンポジウムで、大谷氏から学んだ理論)、同性愛、レズビアン、トランスジェンダー、ゲイライツ・

ムーブメント、ウォール街占拠運動などの標題を何気なく振り回している。そして私たちは、背後から思想、

感情、および動機を活気づけている、悪魔の精神があることを知らずに、それにかかわっている人々と同様

に、ふるまっているのである。 

次のことを理解するのは、非常に重要である: 

これらのすべての様々な見解や「主義」が共通にもっているところの、それらを奮い立たせ、活気づけてい

るこの悪魔の精神のことである。特に、この悪魔の影響を哲学や思想の分野に見出すことができる。この同

じ悪魔の精神は、大学、メディア、裁判制度、政治、芸能界などで見ることができる。それは見えない「王

国」として広がっており。これらの領域のすべて人々に影響を及ぼしている。 

統一原理は、この悪魔の精神が天使ルーシェルに由来するという(33)。興味深いことに、彼女の最近の本、

Demonic で、アン・クールターはルーシェルに関する章で、ルーシェルを「究極の暴徒のボス」と呼ぶ(34)。 

彼女の本には効果的な副題がついている: 

「民主党の暴徒たちは、いかにアメリカを危機に陥れているか。」 

ルーシェルは神に「帰還している」が、まだ多数の悪魔のスピリッツが活動しており、いたる所で個人と家

族に影響を及ぼしている。 

 

共産主義の本質、人々をどのように利用するか。 

 

共産主義の性格に関する洞察に満ちた著書で、フレッド・シュワルツは、共産主義運動に関わっている人々

を分類している: 

1)共産主義者、２) 仲間、3)シンパ、4)疑似自由主義者、5) お人よし。 

だれでも、この終りの方の 3 つのグループに含まれている人を見つけることができるかもしれない。 

シンパの人たちは、「共産主義者にたいして、もう少し寛容と理解が示されるならば、彼らは徐々に受け入れ

られる、穏やかな運動になるだろう」というナイーブな望みを抱いているかもしれない(35)。 

そのような悪魔の力が、本当にナイーブな人間の願いを気に掛けると思っているのか? 

しばしば疑似自由主義者を、大学などで見かけることができるが、彼らはただ理論だけで動いている、イン

テリである。例えば、しばしば弁護士もそうであって、彼らは「言論の自由」について主張するかもしれな

いが、彼らは「疑わしい目的を達成するのに法律を使用する」傾向がある(36)。 

最終的に、お人よしがいる。彼ら、単に、お人よしである。お人よしは「容易にあざむかれ、だまされる」

人である。お人よしは「馬鹿」である(37)。お人よしは愛国的で、善意の市民であるかもしれないが、あら

ゆる、もっともらしい大義に引っ張られていく(38)。これが私たちの社会における、多くの人々の偽らざる

姿ある。 

彼らは、必ず「会員証を持っている」共産主義者、または「邪悪な」人というわけではないが、共産主義に

共鳴するグループに利用されていたり、または彼らが友人として共産主義の目標と理想に沿って働いている

なら、彼らは同罪である。悲しいことに、彼らは気づかないまま、軽率に、邪悪なプログラムを手助けし、
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支持し、寄与しているのである。彼らは何か良いことをしていると考え、信じながら、眠っているのである。

統一原理は序論でそのことを指摘しているのである。 

 

イスラム聖戦（ジハード）は共産主義戦術を用いている 

私は、イスラム聖戦機構と共産主義の本質に関して述べた。 

文師の予言に戻ろう。 

文師は述べた。「共産主義精神は、アラブ世界に入って、再び西洋の世界に反対するだろう」。 

イスラム聖戦機構の戦略と戦術を観測するとき、それがいかに密接に伝統的な共産主義戦略と戦術に類似し

ているか、驚くべきことである。 

共産主義では、もしそれが共産主義の目標を促進するのであれば、うそをつくことも許された。 

1958 年に文師がなされた予言は、驚くほど本当になった。 

例えば、イスラム聖戦機構では、その目的を前進させるのであれば、嘘をつくのは、許される行為である。 

イスラム教の用語で、それは"タキヤ（taqiyya）"と呼ばれる。 

ブリジット・ガブリエルによると: 

 

或る人は、聖戦とは、良き人になろうとするイスラム教徒の内的な戦いであり、いかなる武力を意味す

るのではないと言う。他の人は、イスラム教徒には、イスラム教を世界に広める宗教義務があるが、召

命（dawah）によって、平和的に広めるのだという。しかし、これらはイスラム教が聖戦を行う際に用い

る戦術（taqiyya または kithman）である。イスラム教徒は、うそをつくことがイスラム教のためである

と考えるならば、うそをうくことは奨励される(39)。 

 

ガブリエルは They Must Be Stopped の中で、イスラム教の大義を代表して働いている多くの「フロント組織」

(40)を特定している。 

CAIR(アメリカのイスラム教関係の協議会)、KGIA(カリル・ジブラーン国際アカデミー)、MSA(イスラム教の

学生団体)、YM(若いイスラム教徒)、YMS(若い女性のイスラム教徒)、MAS(アメリカのイスラム教協議会)、

IMAM(アメリカのイラン・イスラム教協会)、AIC(アメリカのイラン協議会)、NCRI(イラン革命のための国家

協議会)、ICNA(北アメリカのイスラム教組織);  ISNA(北米イスラム協会)、MB(ムスリム同胞団)、HLF(救済

と発展のための聖地財団)、GRF(グローバルな救済財団)、BIF(慈善国際財団)、および他のものは、西洋のイ

スラム化の大義をすべて支持しており、いくつかの他の組織は、アルカイダなどのテロリスト集団に送金し

ているのである。 

問題は、ほとんどの人々が、その影響をわからないまま、「悪の王国」、およびこれらの組織の背後で働いて

いる悪魔の精神によってだまされているということである。 

ここで私が共産党の「フロント組織」が共産主義運動の重要な特徴であったという事実について言及するま

でもない。例えば、私が 1960 年代後半、ボウルダーのコロラド大学の学生であったとき、「SDS」(民主主義

社会のための学生連合)と呼んだキャンパスグループが存在したが、それは全く無害のように思われるが、決

して無害なものではなかった。 

「非暴力のための調停委員会」や「地下の天気」のような(41)、他の多くのグループも指摘できるが、私が

的を射ていることを願う。トーマス・ヘイデン、ジェーン・フォンダ、ウィリアム・エアーズ(オバマの青春

時代の親友)たちは、そのような動きに関連している「急進論者」であった。 
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今、米国大統領バラク・オバマが、米国連邦政府の最も高い職位にムスリム同胞団のメンバーを任命したと

いう事実を暴露した「ネット」(2013 年 10 月 14 日)の記事が出てきた。以下の人体が含まれている: 

1.アリフ・アリクハン(国家安全保障省の政策担当次官補) 

2.モハメド・エリビアリ(国土安全保障アドバイザー) 

3.ラシャド・フセイン(イスラム会議機構 OIC の特使) 

4.サレム・アルマヤティ(オバマアドバイザー、イスラム教徒公共問題協議会 MPAC の創設者、現会長) 

5.イマーム・モハメド・マグリッド(北米イスラム協会、オバマのイスラム法教師) 

6.エボー・パテル(信仰に基づく近隣友好の諮問委員会) 

7.ジョン・ブレナン(CIA 長官) 

最後の個人、CIA 長官であるジョン・ブレナンは、私には信じがたいことであるが、その記事が載せている

のである。私は修正にやぶさかでない。 

これらの様々なフロント組織、および権力の地位にある人々は、アメリカと世界の真実な神の精神（神性）

に合わない、価値観、プライオリティ、同情心を持っているかもしれない。 

 

目的は何か? 

イスラム聖戦機構の場合、目標は簡単である。 

それは、すでに述べたように、世界をイスラム化することである。すなわち、イスラム聖戦機構は、イスラ

ム法を唱えて、イスラム教のカリフ統治を回復しようというのである。イスラム聖戦機構は、世界を乗っ取

って、イスラム世界に変えようとしている。世界を「東洋」と「西洋」として見るのではなく、「イスラム教」

と「非イスラム教」として見るのであり、「非イスラム教」の世界を「イスラム教」の世界に変えるために、

その力で、すべてのことをなさなければならないと信じている。そのような目標を達成するために、明らか

に主要な不信仰者たちの西洋世界、民主主義、アメリカ、およびイスラエルを破壊しなければならない。 

統一原理が述べているように、近世 400 年の歴史において、特にアメリカの民主主義が築かれたが、その目

的は、神の国を樹立することであった。これに反抗して、文化共産主義の背後の悪魔の精神は、サタン側の

国を樹立しようとして、民主主義を滅ぼそうとしているのである(42)。これは広い意味の文化戦争である。 

要するに、この悪魔の精神は神に関するいかなる共感や信仰も取り除こうとしている。 

しかし、私たちはさらに詳細に、この悪魔の世界の「王国」が、真実で、善なる、美なるものをすべて破壊

しようとしている、その様々な仕方について論じなければならない。それは、かえって逆に、より明確に、

私たちが生きている間に統一思想が果たさなければならない重要な役割を私たちに示すだろう。すべての社

会問題を解決するために私たちが協力して対処するように導くであろう。 

 

戦略の転換 

20 世紀の中頃（1940 年代、1950 年代、1960 年代)、アメリカは、優れた家族中心の文化と、道徳と倫理の強

い支持者であった(43)。 

そのような文化的背景を考えると、共産主義者たちは、古典的なマルキシストの「暴力革命」でアメリカを

倒すには、いかなる勝算もないとわかった。したがって、彼らは、アメリカの「征服」という彼らの目標を

達成するために戦略を変えた。彼らは別の、より微妙なアプローチを取った。この改訂された戦略は、フレ

ッド・シュワルツの公式として、特徴づけられる:「外的な包囲と内的な頽廃化が降伏を前進させる」。 
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これはまさに、共産主義者がなそうとしたことであった:１）共産主義国(ニカラグア、キューバなど)によっ

てアメリカを包囲し、２) 同時にドラッグ、相対的価値観、家庭崩壊などの文化的な影響で、内的にアメリ

カ人を堕落させ、３）これらの戦略が結合すれば (それは数 10 年間もかかるかもしれないが)、アメリカは

戦わずに降伏するであろう。 

レーガン大統領と文師が共産主義の終焉をもたらし、外的な包囲を阻止したが（しかし再び、新しい形で再

現している）、内的な頽廃化は急速に進んでおり、今日、増々勢いづいている。困ったことに、この戦略はか

なりうまくいっているのである。 

 

戦略は効果的か? 

悲しいことに、共産主義戦略は野蛮な夢よりも、うまくいっている。 

文師とレーガンが、冷戦においてシュワルツの公式の「外的な包囲」（アメリカの降伏）に終結をもたらすの

に成功したにもかかわらず、マーク・シュタインの America Alone の中で示された議論や証拠――彼はイス

ラムの人口増加とその影響へ警戒している――を見るのは穏やかでない(45)。 

率直に言えば：公式の第一はまだ進行の途中であるが、それは共産主義そのものでなくて、共産主義精神お

よび全体を活気づける悪魔の力を持っているイスラム教（特にジハードの形で）によってなされている。 

アメリカを破壊のための、共産党の騒乱リストは、大規模に達成された。驚くべきことである。 

その騒乱リストには、共産主義活動の数例を挙げるだけでも、ドラッグ、フリーセックス、同性愛、家庭破

壊、メディアの陳腐化、キリスト教とその価値観に対する攻撃、教会への潜入、高校や大学での教育への影

響、政治への浸透などを通じて、西洋世界を弱体化することが含まれている。教会は潜入され、家庭は崩さ

れ、同性愛、フリーセックス、およびドラッグは奨励されて、広範囲に広がっている。そして、メディアは

デマ、誤報、および些細なことの伝達道具になり、大学や裁判制度そして、実際、政府さえ浸透されている。

文化戦争は着実に進んでいる。 

アメリカを攻略するための共産主義戦略(そして、その背後の悪魔の精神)の重要な局面は、アメリカ文化へ

のフリーセックスの導入であった。アルフレッド・キンゼー、ヒュー・ヘフナーのような人々を通して、マ

ルクスの社会的な革命は効果的に性革命に変えられた。そして、アメリカの大学はその精神によって圧倒さ

れた。ドラッグはもう一つの手段であった。インターネットが 2013 年 10 月 3 日の不穏なニュースを載せて

いる。「世界的な麻薬撲滅戦争に敗北している」と。 

また、特に若年層に多大な影響力を持っている芸能界は相対的価値によって浸透されている。ジャスティン・

ビーバー、マイリー・サイラスのようなスターを見れば、堕落の範囲と深さを理解することができよう。芸

人たちはステージの上で、しばしば半分裸で踊っており、麻薬の乱用のために、リハビリテーションセンタ

ーにチェックインすることが必要であり続ける。彼らの間違った行動について述べるだけでない。悲しいこ

とに、彼らはアメリカのティーンエイジャーのための新しい「モデル」になっている。 

文師は述べた: 

 

彼がどこで働いたとしても、女性が彼を追いかけて来た。彼に触れ、握り、覆いかぶさろうとした。…

…歌手やスポーツチャンピオンたちは良い目的をなそうとしているのか? それとも邪悪な目的をなそ

うとしているのか? 一般的にこれらのスーパースターは悪魔のような方法で世界に影響を及ぼしてい

る。慎重に外観に手入れをする男女、一般的に、最も上品なドレスを着る男女は悪魔のような影響を世

界に与えている(46)。 
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また、魅力的に見せようとする同性愛者のライフスタイルがある。テレビや映画では、しばしば、品行方正

の人は、奇妙であるか「通じない人」として描かれ、ゲイの人はクールで、愉快で、通じる人、賢い人であ

り、見習うべき人として描かれる。 

テレビでとても人気のある「ビッグバン理論」の俳優ジム・パーソンが、最近彼の三回目のエミー賞を受賞

した後、GLSEN(同性愛者、レズ、およびストレートの組織)によって、2013 年 Respect Awards の「インスピ

レーション賞」を与えられ、栄誉をうけた(47)。 

同性愛者の人はしばしば好意的に描かれ、品行方正の人は、しばしば馬鹿にされて、否定的に描かれている。 

レズのヘレン・デジェネレスは毎日のトークショーで、途方もないほど人気がある。スージ・オルマンはニ

ューヨークで最も尊敬されている財界のグルである。ロックスター、スポーツ選手、およびハリウッドの有

名人が「カミングアウト」して、いくらか熱意をもって彼らが「同性愛者である」と宣言するのは、クール

なことであり、それはますますアメリカの一般市民によって受け入れられているのである。 

同性愛者であるハリウッドの有名人の数と、誰がそのような人かを知って、人はショックを受けるかもしれ

ない。私は、ハリウッドの伝説的人物のロック・ハドソンが重体に陥り、最終的に、彼が同性愛者であるこ

とが明らかにされたことを思い出す。彼はハリウッドの最も有名な主役男性の一人であった。 

今や、「カミングアウト」（同性愛を宣言すること）は賞賛されることになっている。「カミングアウト」する

人々には、メディアに良く知られている人々も含まれている。最近(2013.12.31)、朝のテレビ番組の「おは

よう、アメリカ」で最も人気のある司会者のロビン・ロバーツは、公共テレビ放送で「カミングアウト」し

た。驚くことではないが、印象的であったのは、ロバーツが「カミングアウト」したことに関する 1 人のジ

ャーナリストのコメントであった。 

同性愛として「カミングアウト」する有名人たちが、広がっている状況をみると、フィル・ロバートソンの

ような人たちが、歴史の間違った側にいること理解するように、助長しているようである。これは、驚くべ

きことである。それは、「同性愛者の人々」と「カミングアウト」する人々が歴史の右側にあることを直接意

味しているのである。すなわち、それは未来に、事態がそのように進んでいくというのである。 

彼らには、同性愛結婚、および同性愛者のライフスタイルが一種の歴史的な決定論であるという信念を持っ

ている。マルクスは彼の「史的唯物論」で一種の歴史的な決定論を主張した。 

一人の夫、一人の妻と子供達からなる伝統的な家族は「歴史の間違った側」にあるというのだ。このような

事態の展開は非常に憂うべきシナリオである。 

世界を変えることを、話しなさい! 

今、政治家たちも、恥も汚れもなく、「カミングアウト」している。 

アメリカは他の国と共に、ますます同性愛者のライフスタイルに関して、寛容になっている。「ゲイのプライ

ドデイ」には、世界中の大都市でパレードが行なわれ、同性愛者のライフスタイルを魅惑的にして、祝って

いる。法曹界は、ホモやレズを批判することを企てるだけで、「ヘイトクライム」、「偏狭」、「有害」と見なす

ようになった。 

最近のニュースでは、小学校の学生が「図書見本市」に参加して、異性愛者と、同性愛者と、他の人が仲良

くする広告を載せた T シャツを着ていても、誰も咎めなかった。しかし、ライフル銃、宗教を宣伝する T シ

ャツを着れば、逮捕されたり、除名されたり、勾留されるかも知れない。 
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2013 年 11 月、ハワイは同性愛結婚を合法化する 17 番目の州になった。オレゴンはすぐ、それにならった。

2013 年 12 月、人気のある番組 Duck Dynasty(アヒル王朝)の主役、フィル・ロバートソンは彼の信仰に関す

る質問にコメントした。そこには彼が同性愛者のライフスタイルに賛成しないということが含まれていた。 

メディア、同性愛者、および自由主義者は「間違いだ」と激怒した。 

彼らが分かっていないことは、同性愛者のライフスタイルが続くなら、それは文字通り人類の終わりを意味

するということである。2 人の女性、または 2 人の男性では、繁殖できないし、子供を産めない。 

この問題に関して、興味深いことに、UTS の私の元同僚のマイケル・ミックラー博士が最近随筆を書いてい

るが、そこに非常に挑発的な主張がある。 

「ロシアはアメリカより神意に沿っているか?」 

彼は、同性愛に関する見解を含むいくつかのカテゴリを分析して、今、ロシアのほうが真に神の意志に沿っ

ていると主張している。過去、長年にわたって、共産主義、無神論、および唯物論の世界の中心にあった同

じロシアである。 

これは、アメリカがどれくらい遠く、神から与えられた天命から離れたかを明らさまに、対比して示してい

るものかもしれない。 

家族制度もまた、今日、非常な混乱のなかにある。 

マルクスとエンゲルスは、この点では非常に明確、明白である。 

『共産党宣言』に述べられている: 

「家族の撤廃!もっとも急進的な人々さえ、共産主義者のこの恥ずべき意図にたいしては、激怒する。……ブ

ルジョアの家族は当然なくなる」(48)。 

同性愛結婚は、実際に、いたる所で促進されていて、次々と州ごとに合法化されている。ゲイのカップルの

ための訴訟が次々に起こされている。 

ある例では、少女になりたがっている少年は、「性転換」手術を受けて、次に、少女のトイレを使用する許可

を得るために法的な請求を求めることができる。また、大人達もいる。少し以前にテレビ番組の「星とのダ

ンス」で有名であったシェールの娘になった息子のチャズ・ボノを記憶している人もいるであろう。 

米国大統領のオバマは、ゲイの権利を支持することを公表しただけでなく、ワシントン D.C.の退役軍人記念

館や多くのアメリカの国立公園を閉鎖しながら、2013 年 11 月を「LGBT (レズ、ゲイ、両性愛者、トランス

ジェンダー)の月と宣言した(49)。 

これは「ビーバーに任せる」、「マイ・スリー・サンズ」、「パパは何でも知っている」、「オジーとハリエット

の冒険」、および「ドナ・リードショー」などの古典的なテレビ番組で表された家族指向の感情とひどく異な

っている。これらの番組は家族中心であり、家族重視の価値観を表しており、清潔で、すがすがしく、健全

であった(50)。 

すでにのべたように、メディアはほとんど、このような文化的変化をチェック、または問題視していない。

多くの場合、メディアは、あらゆる機会を捉えて、そのような変化を奨励するか、あらゆる変化を“良い”

ことのようなふりをしているように見える。 

それはメディアがリベラルなメディアになって、多少ともリベラルな議題を促進しているからである。まる

でほとんどのメディアが道徳的なものにたいして、人々の意識と感度を弱めたがっているようである。 

過去約 6 カ月の Yahoo の見出しは、ばかばかしく無意味なものに関わっていることが分かる。いくつかの例

は以下のようである。 

急降下爆撃のバットで、ゲームは止まる。 
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リハナ、クリス・ブラウンのキス。 

ケイト・アプトンの好きなビキニ。 

スカンクと猫の変な組み合わせ。 

オルセンは神秘のリングを見せる。 

この種類の「タブロイド判のニュース」はたぶん何百万人ものアメリカ人の日々の読み物である。彼らは自

己満足と無関心に包まれた無意味な生活を送っている。 

実際、フレッド・シュワルツが指摘しているように、満足そうに好きなファーストフードを食べ続けて、最

新のリアリティーテレビ番組を見、キム・カルダシアン冒険シリーズにおける次のエピソードを推測し続け

ているうちに、アメリカはすすり泣きもしないで「次第に、降伏する」ように思える。 

アメリカは常に「キリスト教国家」であるが、最近、キリスト教は激しい攻撃を受けている。デヴィッド・

リンボーは彼の本 Persecution でキリスト教が現在、法的に攻撃されている多くの例を挙げている(51)。 

一方で、どんなやり方でも、イスラム教を批判するか、または創設者のマホメットに関して否定的な意見を

述べることは禁じられている。 

「ステルス聖戦」（Stealth Jihad ）(52)のプロパガンダ部門は巧妙にやってきた。反イスラム教の最もわず

かな兆候をもっている者はだれでもすぐに「偏狭」であるというレッテルを付けられる。そして、世界中、

主要なイスラム文化において、見かけ上、自然発生的な暴動がおきる。 

「不寛容」はリベラルの標語である。 

現在、どんな種類の反イスラム教の声明も犯罪にしようとする法律制度さえある。これはイスラム聖戦機構

の宣伝機関の仕事である。ミシェル・ガブリエルは、それを「イスラム教を批評するだれでも悪霊と見なそ

う」とするイスラム・ファシスト運動の pc 宣伝機関と呼ぶ(53)。 

おそらく、ここでオバマ大統領の国家安全保障省の諮問委員会のメンバーの一人、モハメド・エリビアリが

最近、彼の公共のウェブサイトに、"R4BIA"（ムスリム同胞団として認められているサイン、4 本の指を上げ

た敬礼)を入れたことに触れるのは適切であろう。また、アブドラ・ナシフ博士は、急進的なイスラム社会と

の周知の関係がある。ミシェル・マルキンは彼女の本、Culture of Corruption の中で、今日のワシントン

政府の道徳と誠実さの欠如の広がりについて、かなり詳細に実証している(54)。 

保守側からの、いくつかの新聞記事は、現在アメリカの下院と上院には最大 70 人の共産主義者(彼らは特定

される)がいると主張する。イスラム聖戦機構を含んだ文化的な共産主義が合衆国の文化と政府機関に広く浸

透しているという、さらなる指摘もある。「段階的な降伏」はとてもこじつけとは思えない。私たちは目の当

りにそれを見ている。 

教育界はさらに驚くべきである。 

どんな科学的理論も「理論」のままであるのに、まるでそれが科学的事実であるかのように、進化論は学校

で教えるように奨励されているが、「知的デザイン理論」について議論しようとすれば、反対される(55)。神

の名前を呼んだり、または「知的デザイン理論」について言及することは許されない。そうすれば、あなた

は仕事を失うかもしれない。 

学校に聖書を持ち込むか、または何らかの聖書の記述のある T シャツを着た生徒は、誰かを怒らせるかもし

れない。不寛容ということで、退学までならなくても懲戒をうける恐れがある。 

小学校のゲストスピーカーは、様々なセックス形式について話すレズビアン、またはいかにして正しくコン

ドームをつけるかを話す男性同性愛者であるかもしれない。 
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最近のニュースでは、小学校の生徒がクォーターコインのサイズの、小さな金属「銃」の付いているキーホ

ルダーを持っていたために、拘留された。 

政治分野では、悪魔の影響はほとんど圧倒的である。私は既に現在の政府によって高い地位に任命された人々

について言及した。ミシェル・マルキンは、彼女の本 Culture of Corruption の中で、いくらか詳細に記録

している。 

つい最近の 2013 年 10 月、「ウェブ」のニュースによれば、ビル・デ・ブラシオ(娘は薬物乱用者であると告

白した)という「共産主義者」はマイケル・ブルームバーグの後任として、ニューヨーク市長に選出された。 

その上、現在の政府から出てき続ける「スキャンダル」は、非常にやっかいである。 

ただいくつかについて言及すれば、ベンガジ、NSA、DOJ、Fast and Furious、および IRS があった。 

また、元大統領護衛官は、起こっているスキャンダルは、本当に「信じられないこと」であり、私たちが不

正行為の実際の範囲を知れば、ショックを受けるだろうと言う。 

エリック・ホルダに対するのと同様に、オバマ対する告発がある。 

明らかに、現政権とその政策に関する問題がある。 

 

「悪の王国」は、今まで以上に、私たちと共にいて、活動的、攻撃的、ダイナミックである。 

これらのすべての次元の文化は雑然としていて、互いに関連しているというわけではないが、私は、それら

はすべて西洋の世界を破壊するように設計された慎重なプログラムの一部であると言わなければならないと

感じている。この悪魔の精神は、神のみ旨の実現に向かって前進しようとしている、いかなる人によってな

されたどんな努力をも、妨げ、止めて、妨げて、邪魔し、破壊しようとしている(56)。 

アン・クールターが述べているように(57)、この文化的な猛攻撃の背後の活気づける力は、悪魔、ルーシェ

ルである。そして背後から潜入し、腐敗させる組織的な試みは「文化的な共産主義」というのである。多く

の人々(お人よしとシンパ)を奮い立たせ、刺激し、促進し、指示し続けている文化的な共産主義の背後には

悪魔の力がある。 

人類歴史を通じて重大な悪行を犯した怪物のような人々を動かしたのは、同じ悪魔の力であった。その力は

マルクスとレーニンを動かして共産主義を生み、ジハードを活気づけ、今日のリベラル(58)な主張を活気づ

けているのである。 

これらすべての背後にあって、すべてを支配しているのは、悪魔とその勢力によって奮い立たせられ、動か

され、すべての良きもの、真実なるもの、美しいものを破壊するために働いている、まさに悪の霊界である。 

それは神に真正面から対抗する悪の王国を創設したのであり、カール・マルクスが述べたように、積極的に

世界を変えている。 

アメリカは、まさに今、巨大な変化に直面している。現に存在するアメリカは、私が成長した時と同じアメ

リカでない。世界はまた、経済的な変化を経験している。私たちは終末に住んでいて (59)、変化は起こらな

ければならず、予期されるものである。 

しかし、この変化は真の愛に基づいた善良で、健康な家族、成熟し繁栄している社会、および円満な国々、

平和な世界に向かって前進するものでなくてはならない(60)。ところが、そうでなくて、多くの変化が非常

に破壊的なものである。 

私たちに何ができるか? 

 

統一思想の重要な役割 
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明らかに、私たちは中立的な世界に住んでいない。 

すでに述べたように、すべての人とすべてのことに襲いかかろうとしている悪魔の力が実際、あらゆる所に

存在している。そこで、重要な問題はこれである: 

悪の王国に対抗するだけではなく、実際にそれに打ち勝つことができる力があるか? 

特にキリスト教は、それがすなわち、キリスト教会の役割であると考える。しかしながら、どの教会がこれ

らの邪悪な力に対抗できるのだろうか?彼らの様々な儀式、神学は彼らを分裂せしめ、弱体化させた。多くの

教会が現在、同性愛の聖職者を任命し、同性愛結婚を執り行うところまで来ている。小児愛者のカトリック

聖職者は悩ましく、不愉快なニュースを引き起こした。皮肉なことに、彼らの何人かはおそらく、社会主義

者、マルキシスト、または共産主義者であって、キリスト教を内部から破壊するために故意に教会に浸透し

たものである。 

これが極端な考えのように思われるなら、実際、何年も前にニューヨークのベルベディアで、私が集会に出

ていた時、文師が、統一教会にも共産主義者がいて、統一教会を滅ぼそうとしていたと警告したのであった。 

その後に、興味深いことに、文師は、ワシントンタイムズが共産主義者奪われたが(61)、ほとんど奇跡的に

彼の手に戻ってきたと語ったのである。文師の周囲の誰かが共産主義者というわけではないが、共産主義の

影響があり、多分 3-4 レベルは取り除かれているが、その影響は感じられるのである。 

霊的で神学的な特性をもっている教会にも、政治家、エコノミスト、科学者、教授にも、私たちの社会で働

いている悪魔の力に対抗できない。彼らは「合理的な」人たちなのに、残念なことである。彼らに、宗教的、

神学的な偏見が必ずあるというわけではない。しかしながら、彼らに不利に働くのは、彼らの自身の知性な

のである。多くの近代人は、サタン、悪霊などの「時代遅れ」の、「古風な」概念を単なる迷信や幻想として、

退ける傾向がある。リチャード・ドーキンス(The God Delusion の著者)はその顕著な例である。 

それにもかかわらず、フレッド・シュワルツが彼らにレッテルを貼っているように、これらの文化的エリー

トたちは、お人よしであり、シンパである。すなわち、多くの政治家、エコノミスト、科学者、および教授

たちは、マルクス、レーニン、ヒットラー、キンゼー、ヘフナー達と同様に、そのような力に仕えているの

である。 

悲しいことに、彼らがそのことが分かってさえいないかもしれないということである。インテリとして、彼

らは、そのような熱狂的、宗教的な概念を受け入れて、「自分たちを低めること」を考えようともしないであ

ろう。彼らは熱狂的な信者ではなく、合理主義者なのである。 

これは不幸にも、ルネッサンスや啓蒙思想の時代の考えに近い。 

今、必要とするシュライエルマッハーのような人はどこにいるか? 

フリードリッヒ・シュライエルマッハーは On Religion(宗教に関して、1899)を書いた: 

洗練された軽蔑者へのメッセージ、それは宗教に全く新しい光を投げかけ、当時のエリート社会に衝撃を与

えた。 

 

真実の力 

それでは、だれが、悪の王国に立ち向かって、勝利者として現れる能力があるか? 

キリスト教会はそのようなものになろうとするかもしれないが、まさしく言及したように、彼らにはできな

い。学者たちは、特に彼らが社会主義プログラムへの「お人よし」であれば、彼らは知的な世界観に固定さ

れていて、活動家というより学究的である。 
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私は、この任務にあたることができるのは、統一原理と統一思想を武装した者だけであると信じている。悲

しいことに、キリスト教徒たちがもっと思慮深く、統一神学と統一思想を学べば、彼らは真理の要塞となり

えたのに、かえって彼らは文師と FFWPU のメンバーを迫害しようとしたのであった。そして、それは文化的

な共産主義者によって歓迎されたのであった。 

彼らの神学が統一神学と異なっていたために、彼らは新しい神学に懸念を抱いたかもしれないので、初期の

キリスト教会の反応はいくらか理解できるかもしれない。しかし、統一神学が何を語ろうとしているのか、

彼らが真摯に学ぼうとすることを妨げたのは何か? 彼らは、何ゆえに、それが本当に何を示しているかを知

るために、真摯に統一神学を研究することができないか? その答えはきわめて明確であると、私は思う。 

統一神学と統一思想を研究するようになった多くの若者たちは、この世界観の中に、よりよき世界を築くた

めに働くことができる新たな希望、新しい人生、インスピレーションを見つけたのである。キリスト教徒た

ちは同じようにできなかったのであろうか? 悲しいことに、彼らの多くは、彼らの神学によって目を塞がれ

ていたのである。 

統一原理と統一思想は、非常に明確で、論理的である。私はそれらの両方をある程度研究して、多年にわた

りそれらを教える機会を与えられた。 

学者の中では、私は何年も統一神学校で哲学を教えた教授、セバスチャン・マチャック博士を思い出す。彼

は、統一思想を読み、研究して、私たちの世界に対するその価値を理解するようになった。彼は私たちの無

理解のために、しばしば私たちを叱責したのであった。私が彼について言及する理由は、統一思想がいかに

学者を奮い立たせることができるかの一例であるからである。 

人々は、統一原理の中に表されている宗教的概念に関心を持たないか、多くのクリスチャンがそうであるよ

うに、偏見を持ち、反対するかもしれない。しかし社会と世界のことを心配している現代の理性的な人であ

れば、マチャック博士のように、統一思想のなかに新しいエネルギーと理解の源を見つけることができる。 

学者たちが教育、家族に関する統一思想の教えの価値を見出だし始めるなら、統一思想は知的な津波のよう

に世界を一掃することができる。それがいったん起きれば、多くのものが、良い方向に、変化し始め、私た

ちは働いている悪魔の力に対抗し始めることができ、この時代、世界に神の存在と神性を取り戻すことがで

きる。 

私は、統一思想と統一原理で描かれたビジョンを伴っている統一運動の他に、悪なる世界とそこに作用して

いる力に適切に対抗できるどんな概念的で実践的な世界観も見ることができない。真の愛と他のために生き

ることは、特に、それが実践され、生活化されるときには、最も強力な哲学である。特に統一思想には、い

かなる他の世界観にも対処し、勝ることができる、哲学的に提示された論理的で体系的な理念がある。問題

は実践である。 

私たちは私たちの人生で、家族とともに、その理念に生き、具現化しなければならない（62)。真のお父様、

文師は私たちがその教えを行なうように、何百回、何千回も心情を注いでくださった。しかし私たちは答え

られていない。それは、悲劇であり、大きな恥である。 

 

問題 

人々はイデオロギーによって大きな影響を受けている。彼らの神学、哲学、その他の見解には、様々な次元

のリベラルな、あるいは独断的な考えが染み込んでいるかもしれない。 

統一原理は終末に生きる我々について述べている: 
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新しい時代の摂理に私たちを導く新しい真理を私たちが見出すように、私たちは準備すべきである。謙

虚な心を持ち、祈りを通じて、神からの霊感を受けるため最大の努力をすべきである(63)。 

 

何人のキリスト教徒に、そのような態度があるだろうか? 

多くの人々 (信心深い人々さえ)は悪魔の力によって影響を受けた。もちろん、彼らがいつも悪魔的に見える

というわけではなくて、彼らは、自分たちが悪魔の力に影響されているとは、また影響されうるとは、ほと

んど一度も想像しないであろう。しかし、それにもかかわらず、人々のプライド、嫉妬、傲慢、苦情、欲情、

およびその他の堕落性通して、彼らに影響を及ぼし、巧妙に現れる。それが悪霊の働く一つの道である。そ

のほかの道もある。 

 

世界を救うための私たちの召命 

世界を「変えよう」としたマルクスと異なり、私たちは世界を「救う」ために、神によって呼ばれた。 

より分かりやすく言えば、私たちは、素晴らしい愛の家庭を築き、他人にもそのように勧めるように、召命

されたのである。しかし、そうするために、私たちは責任分担を果たさなければならない。 

私たちはこれらの良き理念を伝え、その驚くべき理念が人々の心に染み込み、かれらの人生を変えるように

しなければならない。アカデミックで知的なレベルにおいて、私たちは、哲学者たちが、統一思想によって

提示されている深遠な概念を理解するように、彼らを導かなくてはならない。 

文師は、「哲学の最終的な目的地は神の発見である」と、語った(64)。 

今日、無神論は科学的著書によって促進されたが(65)、神の存在について考える重要な新しい展開が見えて

きている。 

例えば、より有神論の観点を促進する適切な本の中に、アントニウス・フルーの There is a God とエベン・

アレクサンダーの Proof of Heaven がある(66)。 

フルーは哲学者、アレクサンダーは医師である。 

 

何が将来、起こるだろうか? 

それは私たちの重大な責任にかかっている。 

統一原理は、以下のように述べる： 

 

第三次世界大戦が起きるのは、必然である。しかしながら、その戦いには二つの道がある。一つは武力

の戦いで、サタン側を屈服させる道であり、もう一つは武力の対決なくして、イデオロギーの闘争によ

って、短期間で、サタン世界を屈服させ、統一する道である。この二つの道のいずれで第三次世界大戦

は戦われるのであろうか。それは人間の責任分担遂行の成否にかかっている。 

この闘争を解決して、新世界を建設するために不可欠のイデオロギーはどこから来るのであろうか？そ

れはアベル型人生観に根ざした民主主義世界から来なければならない。すなわち、民主世界から、今ま

で知られなかった道のイデオロギーとして現れるであろう(67)。 

 

私たちが現在戦っている文化戦争は、原子爆弾、新型の細菌、致命的な化学物質などの、恐ろしい兵器で戦

われる、熱戦に陥るかもしれない。または、世界観に基づいた、言論や価値観の戦争として戦われるかもし

れない。後者は前者よりはるかに明らかに魅力的である。 
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だれも、言うに言えないような死と破壊の戦いを欲しない。言うまでもなく、私たちは、この文化戦争にお

ける、世界観の戦いに勝たなければならない。未来学者のジェームズ・カントンは私たちの状況をきわめて

明瞭にしている: 

 

これはアメリカとその同盟国が、時計を後に戻そうとする力に対してなされる、21 世紀の天王山になる

だろう。国際的なテロ、および従来の戦争の中心にある真なる脅威は、宗教、権力、または政治上の戦

いではない。それは未来のイデオロギーの上での戦いである。どの思想がこの惑星を支配するのだろう

か？(68) 

 

 世界観は非常に重要である。統一思想はそのような世界観である。そして、それゆえに、その思想、価値、

世界観をできるだけ広く広めることが必要である。 

 

統一思想はすべての人間的、心理学的、社会的な問題を解決できる。 

統一思想は世界観だけでなく、現実問題を解決するために、日常生活に適用できる実践哲学として、重要で

ある。 

 

統一思想の目的は、人類を苦しめてきた数多くの難問題を根本的に、最終的に解決することによって、

地球規模の一家族と、永遠なる神の真の愛の理想世界を実現しようとするところにある(69)。 

 

 したがって、統一思想には、すでに述べたあらゆる問題――イスラム教の聖戦、共産主義、メディア、政治、

経済学など――のすべてに答えることができる、哲学的なひらめきがある。問題は実践に関することであり、

我々が日常生活でどうように、その哲学を適用するかという問題である 

統一運動においても、清平で大母様が「私たちは、統一原理を知りながら、真の愛を実践していません」と

繰り返し強調している。これは非常に重大な問題であって、統一運動のすべてのメンバーが謙虚に反省しな

くてはならない。私たちが真の愛を実践する程度に従って、人々は私たちの祝福家庭に惹きつけられ、やが

てこの世界観の価値を理解するであろう。 

統一思想は、私たちが、心と体（生心と肉心）の統一を通じて、善なる人格者になるためには、何をなすべ

きかを示している。統一思想はまた、いかにして神の愛で満たされた理想家庭を築き、その伝統を未来の子

孫へと継承していくかを、非常に明確に示している。統一思想はまた、私たちが美と繁栄の生活を送ること

ができるように、芸術的な人生とはいかなるものか、示している。そして真なる社会、真なる国はいかなる

ものかを示している。 

世界の万国がその世界観、統一思想のビジョンに関してはっきりと理解して、実践し、実現し始めるまでは、

世界のあらゆる所で活発に働いているカイン型の精神と力が、すべてを配するだろう。そして、たえず災い、

貧困、暴力、および不正が増え続けることであろう。 

統一運動の祝福された家庭以外には、そのような力に打ち勝つのに必要な、精神的、知的、霊的な備えをす

ることはできない。これが召命されている私たちの大きな責任であり、かならず達成しなければならないの

である。 

私たちには、別の選択肢が全くない。 
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「私」は天命を果たすために摂理歴史から呼ばれているのである(70)。しかしながら、私たちが実際に直面

している問題は、ほとんどの祝福家庭に、かなりのストレスがたまっているということである。彼らは家庭

の問題、健康上の問題、経済問題、および他の多くの問題と戦っている。私たちがこれらの問題を克服して、

前進することができるなら、輝かしい未来がある。 

悪の王国を打ち破り、真に世界を救う唯一の道は、真の愛を実践して、真の愛の人生の価値を世界に示すこ

とである。それは非常な大きな課題である。そして、私には、統一教会のメンバーがいかにして立ち上がり、

彼らの責任を全うできるか分らない。私たちは誠実な人々であり、良くやろうとしているが、財政的、霊的

な挑戦は言うまでもなく、私たちの堕落性もあるので、それはとても困難なことである。その上、私たちの

社会は挑戦しているである(71)。 

私はマルクスから始めた、そして、マルクスで閉じようと思う。 

哲学者は世界を理解しているだけであるが、重要なことは世界を変えることである。 

そのことは正しいが、統一思想が来るまでは私たちは真に世界を理解していなかった。 

統一思想は、初めて、私たち正しい世界観、真なる世界観を示した。 

今、私たちの責任は、世界を明確に理解しえる真理に従って、世界を変えることである。 

ここで私は、カール・マルクスの言葉を言い換えて終えることにする: 

「世界の統一主義者、団結せよ!」 

私たちには、救わなくてはならない世界がある！ 
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